




































































































































































































































   　　木下久堪
＃「記録者／木下久堪」は双行
　　［Ｃ６甲裏］
西松浦郡山谷村
　　　　　　　　宮司　　　　　　主務者
　　　　　　　　　大正院　　　　　久富善左衞門　平川平藏
　　　　　　　　　　大壽　　　　　佐藤平之進　　大屋清次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口源吉
明治廿一年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩永彌五衞門
十一月吉祥日　　　　　　　　　　副主務　　　　　岸川勘助
　　　　　　　　　　　　　　　　　梅崎伊右衞門　池田儀八
　　　　　　　　　　　　　　　　　福田又兵右衞　池田平右衞門
　　　　　　　　西□□人　　　　　藤覺左衞門　　池田傳右衞門
　　　　　　　　梅崎作十　　　　　川原六郎　　　前田傳助
　　　　　　　　平川伊助　　　　　堀喜助　　　　久米原榮左衞門
　　［Ｃ６甲右］
　　　　　　　　人夫千二百人　　惣代　　　　　　　伊萬里街
　　　　　　　　金高百七拾圓　　福田宮六　　　　　　石工　森清一
　　　　　　　　　　　　　　　　福田繁右衞門　　　應法山
　　　　　　　　　　　　　　　　梅崎龜藏　　　　　　仝　　古川爲造
　　　　　　　　　　　　　　　　松瀬藤九郎
　　　　　　　　　　　　　　　　池田武衞門
　Ｃ７　年次不明　　募金記録：石門
　　［Ｃ７甲表］
石門
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一基
＃下部名簿　名簿の上に右から左へ「世話人」
＃左後右　名簿
　Ｃ８　１９０２年　顕彰碑：日清戦争従軍
　　［Ｃ８甲表］
從軍記念
　　［Ｃ８甲右］
明治二十七八年
　　［Ｃ８乙］
＃表から左半ばにかけて名簿
　　［Ｃ８乙後］
明治三十五年一月吉辰
　　　　山谷邑中建之
＃以降名簿
　Ｃ９　１９８６年　名簿：戦没者
　　［Ｃ９甲］
島原争乱
～～
明治戊辰役
～～
西南戦役
～～
日清戦役
～～
日露戦役
～～
大東亜戦役
～～
昭和六十一年三月
＃「島原争乱」から「大東亜戦役」までは見出し。見出しの後に名簿。恐らく戦没者。
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長　崎　外　大　論　叢 第22号
＃「大東亜戦役」のみ集落ごとに小区分あり。
＃「昭和六十一年三月」は末尾の紀年。
＃紀年から既に常用漢字表の登載字体が正字とされている時代であり、
＃碑面の通りに常用漢字体で翻字した。
 ４．山田神社境内の石刻漢文採録（３）　それ以外の石刻漢文
　碑Ａ　四百年記念祭
　　［Ａ柱］
鎭座　四百年記念
　　［Ａ甲表］
＃年次順大事記
永祿四年本～～田氏武運～～
　安～～
　□大～～
寛永年～～
～～
□治三年二月～～
～～
文化三年二月　本殿～～
嘉永三年十一月～～
明治四年　本地佛□遷～～
明治～～
大正二年～～
大正八年～～
大正九年一月～～
大正九年七月～～
昭和廿＊三年九月廿五日鎭座四百年祭奉行
＃寛永と文化の間の「□治」は「萬治」（1658-1660）　萬治三年　１６６０
＃左裏右は名簿
　　［碑Ａ近くの狛犬］
大正十三甲子天
十月吉辰
　　［碑Ｂ］
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鑿井記念
＃坂下に古井戸あり
５．おわりに
　今回、それぞれの石碑の配置を見取り図にするために境内の測量をしたが、これはなるべく省きた
い。恐らく神社に位置する通常の石刻漢文の場合は、さほど数が多くないため、見取り図によらずと
も場所の特定ができる。従ってその場合は測量をする必要はない。また、寺社の境内以外に位置する
場合は直接国土地理院の地図で特定すればよいだろう。
　内容の検討にあたって、神社そのものの歴史や沿革を押さえておく必要がある。また、周辺の調査
が必要な場合もある。今回、最初の予備調査を除いても三回調査に訪れているが、神社の四百年祭の
記録や現行の丹後橋の欄干等、更に追加調査が必要であることが今回のこの報告書をまとめる際に明
らかになった。
　今回、文字を特定できないものがまだ多くあった。追加調査で何度も読み直すうちに読めてくるも
のもあったが、苔を取り除かないと読めないものもあるし、拓本を取ることで読めるようになるだろ
うものもある。これらの処理を個人的な調査で行なうわけにはいかないが、将来的にどう解決してい
くか、関係機関に問い合わせた上で考えなければならない。
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